
The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

潜水艦 人命救 助 引揚装置 に 就 て　鵬 井順 平 ．噸

潜水艦入命救助引揚裝置に就て
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ABSTRACT ．

　　　　　　The 　Hauling・up −Apparatus　for　Salving　Wrecked 　Submarineg．　．

　　　　　　　　　　　　　　 By　Admiral　J．　Fukui。

　 The 　apparatus 　is　to　quiGkly　haul　the　vessel 　bodily　above 　water 　 in　order 　 to　 rescue

もhe　 crew 　in・ sunken 　submarines ．　 Every　submarine 　is　 attached 　with 　a 　special βtting　with

乱 projection　which 　a　leading　wire 　and 　a　bouy 　are 　joined　to・　田he　 wire 　and 　the　 bouy

have 　connection 　to　a　telephone 　bouy ．　 If　the　vessel 　founders　and もhe 扼 1ephone　bouy　lifbs，

もhe　aboye 　men 垣Qned 　bouy 　and 　wire （lan 　be　picked　up ．　From 　one 　side 　of　a 　salvage 　vesseI

ano もher、　tlt七ing　 with 　a 　tellon　isユed 　 dow  、vard 　along 　the　 wire 　 and 　clutChed もo もhe　a，b  ve

ment ，ioned　fitt，ing　on もhe　submarine ．　A 　tackle　is　joinod　to　this 丘tting　and 七he　faU　is　led

over 　the　salvage 　vessel 　to　 another 　submarine 　hunged （》n 　the 　 opposite 　 side 　oi 　the　former．

　　A 訊 1甑 ble　number 　of　such 　appara 加 ges　are 　provided　on 　the　wreoked 　submarine
，
　the

salvage 　vessel ，　and 　the　humged 　subm 具rhie ．　 On 　 the　 complet 、ion　 of 　 all 　 apparatuses ，　 the

hunged　 submarine 　 1s　suエlk 　down 　 by 且ooding 　its　 inside．　 Tlle　weight 　 of 　 the　 llunged

［submarine 　 and 　some 　pull　given 　b￥ winGhes 　are 　 available 　 in　hauling　the　wrecked 　sub −

marine 　 upon 　 water 　 surface ．　 Afterwards 　the　sunken 　hunged 　submarine 　is　 again 　lifむed

gbove 　 w 旦ter　by　 apPlying 　Plleuma 缶ie　 air ・

　潜水艦 が遭難 した る場合、短時間 に艦全體 を引掲げて 乘員の 生命 を救ふ を以て 目的 と致 しま す 。

’

　近來潜zk艦 の 建造技術は大に 進歩致 しま して 之 を操縱致 します技能 も亦發逹 しま したか ら、再び昔

獄の 知 き沈沒の 災害 を繰 返す こ とは 少い で あ りま し よ うが ．段 々 と潜水艦の 應用範圍 も蹟 くな り其行

動 も大 瞻且複雜 とな るに從ひ 、 此災害 と云 ぷ事 は絶無で ある とは保證出來ますまい
。 故に之を救ふ方

法 が 完備して 居れば ． 乘員は
一・

暦思ぴ切 つ た行動を試 み て 應月j範圍は釜 々 廣 くな 凱 叉縦令乘員其自

身は身命を顧み る こ となど思は ぬ と した處が ．乘員家族の 安心 は亦
一
曝良好 なる結果 を もた らす ご ど

と存 ます 。 此 立場 の みか ら見たばか bで も此 の 救難設備の 完備す る は甚だ必 要 な事 と存 ます 。

　今 臼迄 潜水艦 沈沒 の 場 合に多 く之を救ふ こ と の 出來なか つ た の は何故で あるか と申ます と．之は乘

員 を個 々 別 々 に救ふ 方法は別問題 と致 して 只潜水艦 を引揚げて 之 を救助す ると云 ふ事に就 て 申ます と

今迄 の 方法は殆 ん ど凡 て が普通 の艦船引揚 に 於ける と同様の 方法設 備を共 慮應Jl］して 之に當 らん とし

たか らで あ ります。 今迄 の普通 の艦船引揚法は御承知 の 通 り主 として 潜水 工 を用 ゐ、專之に頼 のて 弓1揚

を行ふ の で あ りますが ．潜水 工 は作業の 禺來 る場合 に制限が あ りますガ即 ち海の 深 さ潮流の 速 さ風浪

の 工 合 に よ りて潜水 作業の 掛來ぬ場合が澤山 あ ります 。 潜水 工 の 作業の 串來 る深 さ は普通の 「ド レ ス ダ
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n バ ー」で 30 尋内外 を限 りと して あ ります D
・特殊 の もの にみ りま し1 は共以．L潜水 出來る こ ともあ り

ますが 、之 は特別 の 装置又 は特別 の 訓練 を經た る もの で も人體 に は決 して 好影響 を與 へ ませ ん
。 自分

の 遭遇 した る範幽で は深 く潜 りた る人 々 は 其當時は何 の 事 もな V・様 に 見ゆる も數年後に於 て 病氣 を引

起 し不治 の 病體 とな る もの 大多數で あ りました。 故 に普通 の 氣黙の 下 に働かな い 限 りは「ド レ ス ダ・fバ

ー」に しろ叉 は面被 りに して も．深 さに限 ゆを置 くこ とは入體保護上 必婆 と信 じまず 。 叉潮流 の 影響

は 大 抵 の 海に もあ りま して 、一日に潮 D 「タル ミ」の 時闇 し か潜水 嵩來 な い と 云 ふ 様 な海が 多 い の で あ

ります 。 叉 暴風雨の 時 も潜水 は 困難で あ りますか ら、潜水艦救難引揚 1こ潜水作業 を主 力と綴 る こ とと

すれば 、中 々 短時 間に 引揚 る こ とは出來ませ ん 。 然る に 沈浚潜水 艦 の 乘員の 生存時間 は 外部 よ う給氣

せ ざる時は約 1 晝夜 と申す事で ありますが ． 今迄の例 に よ る と多 くとも 10 時聞 と見な ければな りませ

ん 。
10 時間 以内に潜水艦 を引揚 る と云 こ とは、單 に今 日迄の 一般艦船引揚法 を固執し て 潜水 工 の み

を頼 み とす る樣で は目的は逹ぜ られぬ 。 尤 も絶對 に潜水 工 を用ゐ ぬ と云 こ とは 出來ない 、之は必要で

大 切で ある が 、 只潜水工 の みを頼 み として 居て は い けない
。 潜水 工 を用 ゐ

一ttして 引揚 を爲し得 ると云

ふ立前に して 準備をす る こ とが必 要 で あ る。 本案は此 の 主意 で 立 案した の で あ ります 。

　 先づ裝置 の 大 要 を巾ます。 第
一・圜第二 圜第三圖 を參照 せ られたい 。 第 一に 1 萬噸駄 ヒの 親船 を用 ゐ

ます 。 實驗には特務 艦朝 日を用 ゐました。　朝 日の 上 甲板の 適當な箇所兩舷前後に 4 箇の張 出し「ブ ラ

ケ ッ ト」（詳細 を第三 鬪に 、 共位置 を第こ二鬪に 示 す）を設け．此 の 「ブ ラ ッ ケ ッ
ト 」の 尖端に 各 々 1箇宛の

’
ru　・一ラー」を設け ． 叉 兩舷「ブ ラ ッ ケ ッ ト の 中心 に中央厂ドラ ム 」を設け、之 を「ウィ ン チ 」に て 卷き得る

様に蓮 輝し、先 づ 沈沒潜水艦 を「9 イ ヤ ー」に て 釣 り、此 親船朝 H の 片舷張 出 し「ブラ 。 ケ ッ ト」に懸 け．

ゾ イ ヤ ー・」を「p 冖ラ 冖」に 導き之 を更に 中央「ドラ ム 」に 卷 き共端 を反 對舷 1ロ ｛ラ 冖」に導き．此反黝

舷下 に浮 し置 きた る懸垂 用潜水 艦に結び付け之 を張合 引蒔は沈沒潜水艦 と懸垂 用潜ガく艦 とは井戸の 釣

瓶 の 歌態に あ る 。 親 結の 「ロ　一一ラ ー
」は井戸車で 親船の 淨力は車の 軸 として 全装置 の 重量 を支ふ る 。 斯

くて 懸垂潜水艦 に 注 水 す るに其重量は沈沒潜 水艦 と殆ん ど相等しき迄 に至 りて 止 むる 。 然る後中央「ド

ラ ム 」 に結び付けある「ウ イ ン チ 」を極 め て軽 く廻 す時 は、沈沒潜水 艦 は經 々 と卷上 げ られ水 面上 に背

面 を出し懸垂潜水艦 は海底に 逹 して 止 まる 。 そ こ で 浮上 りた る潜水艦 の 「ハ ツ チ 」を開 き乘員を救 出す

の で あ りま す。 懸垂潜水艦 は事後壓搾室氣で 浮揚せ しむるの で あ ります 。 之 には初め沈む る前か ら塞

氣 を注入す る裝置をして あ りますか ら．潜水工 の 達 し得 なv・深海で も浮揚せ しむ る事が 出來ます 。

　 叉釣 り揚 げ用「ワ イ　in　一一」を沈沒潜フk艦 に結び付 ける事 は．今口迄大困難事 と して 多大 の 日子 を要 し

ま した が、之は特殊の 方法で 短時聞に結 び付け得 る こ とに致 しま した 。 之は色 々 の 方法が 案出せ られ

ま した が 私の 初 めに立案致 しま した もの を申上 げ 、 家 に 今囘實驗に當 り實施した もの を申上げて置 き

ます。 何れ も「テ レ ホ ーン ブイ」を利用 致し ます 。 「テ レ rk　一一ン ブイ」に他の 小 い「ブ イ 」を結びイ重け 「テ

レ ホ ー ン ブイ」 の 浮ぶ とき之 を引張 る と他の 小き「ブ イ」の 浮び上 る様に し．
1
此「ブ イ」に導索が つ き居

・りて 「ブ イ」を拾 ぴ上 げて 導索の助 けに よ りて 引揚用 「ワ イ ヤ 」 を潜水艦 に結び付ける の で あ ゆます。
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私の 原案を申上 ますと．第五圖 に示 す通 り汰沒潜水艦 には之 を釣 り揚 るに足 る丈 の大 さと數の 「シ ー

プ」 を取
1
り付 け置 きま して 個 中S）．

此 Sの 「シ ー プ」は輕銀 と鐵 と の 合金 に て 作 り、且 つ 其直徑 も「v

イヤ ’−」の 「シ ープ」規定 に よ らす 、 同上「シ ン プ ル 」の 規定 に近 き大 さとして 充分なるを以て極めて 輕

く且 つ 形 も大 な らす、之を適當の數丈 け潜水艦の 背上 転こ備付 くる も徐 り周立 ちまぜ ん 。 今既 の 1箇の

「シ ープ」に就 て 申ます と、 第五圃申Sが共「シ ープ」で あ ります 。 常時は此 「シ ープ」を通 じて極 めて細

き「ワ イ ヤ H 」を付 け置 き 、 爾端に「ブ イ」を付し枳當 の 長 さ を「ワ イ ヤ 尸」に有たせ 、 「ブ イ」は水 中に沒

して も浮ば ぬ樣弱 き綱 にて 船設 に結び付 け置 く。 此部分を第五 圖 よ り引離 して 此 處に略圖 を作る と下

圖の 如 くな bます 。
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　 凡 て 略躙中に説 明 して あ ります通 りで 、要するに 「テ レ ホ ーン ブ イ 」 の綱 を取 りて 之を強 く引 くと

き は・「シ
ープ」を通す る一逋の 細き導索の 兩端に付 しある「ブ イ」が 1 箇 1 箇順次 に浮上 る様 にな り居

氏 此「ブ イ 」を一一
つ

一一・
つ 別 々 に取 り上 げて 救難先發船の 「サ イ ド」に 少し離 して 取 り置 くときは導索の

か らまる恐れなし．此導索の 一端に太 き釣 り揚 げ索 を結び付けて 他端を張 り込 み釣 り揚索を下 げる と

きは
・
s 鋳 り揚索は 第五 圖 の 通 り「シ ープ」Sを遖 り・て 2 本の 釣 り揚索 が沈沒潜艦を掴むに至 る 。 爰に於

「

『第五圃に示 す通 り釣 り揚索の 兩端を中央「ドラ ム 」に卷 き．之を導 きて 反 樹舷 の 懸垂用潜水艦に 結付

け る Q 而 して 一・
方 の端 を卷 く「ド ラ ム 」は他端 の 「ド ラ ム 」とは反對 に 且 つ 同時に 廻轉して 釣 り揚 げ索 を

や り幽 し裝備通 りに 結び絡 りた る後 ． 引揚げ る時は兩「ド ラ ム 」共に同方向に廻轉して 引揚る こ ととな

る ・ 之 は釣 り揚 索 1 組 に就て 申ま した の で あ りますが ．他の 組幾つ あつ て も同 じ方法で 導索用「ブ イ」

を浮か すこ とが 出來 ます 。 而 して 釣 り揚用索を厂シ ・一プ 」に 通 し潜水艦 を擱 む の であ りきす 。 本略圓 と

第五 鬪 を能 く御覽に なれば 分ります 。 他 の 案は凡て 之に 類した もの で あ りますか ら之 が 分れ ば後は容

易に了解 禺來ます 。

　 蛭田技手 は此 の 「ブ イ 」浮禺し裝置 を改 良しま した 。 夫 は張い 綱 を引張 りて 夫 に蓮 な る「ブイ」を支 へ

て 居 る弱 い 綱 を引 き切 り「ブ イ」を浮出さす る と云 ふ 所 を變 へ まして ．「ブイ 」を支 ゆるの に蓋を以て し

蓋 は 「ケ ツ ヂ」が付い て 晟 る此 の 「ケ ツ ヂ」に 上蓮 の 弱 き綱 を結び付け ． 強 き綱を引張れ ぱ弱 き綱が先

き に引張 られ て 「ケ ツ ヂ」を引張 り葢 を廻 はす働 をする と．i蓋は「ス プ リ ン グ」で持上 げ られ て 居る故或

角度迄行 くと支 へ が外れ て 淨上 り、「ブイ」の 支 へ は除かれ爲め に「ブイ」は浮上 る の で あります 。 之は

第四圖 に示 す通 りで あります 。 先づ 救難淨驃（テ レ ホ ーン ブイ）が水上 に淨ぶ と．第四圖の 「Q の 所に

綱 の 餘裕が わが ね て あ りま すか ら．淨標 を採牧 して た く
・ bます とPQ は「タ イ ト」にな 塑R 及び S を引

張 ります 。
R は強 き元綱で × に て 船體 に結ん で あります 。

　S は支線で細 い 方の 綱で すが 、　W な る葢 の

「ケ ツヂ」に結び付 けられ此 の 方 が短 い 故之が 先きに引張 られ R は た る み 居 る。
S が引 張 られ る とW の

葢 をまわ し て 或角度迄來る と蓋 は「ス プ リ ン グ 」に壓 され居 る爲め支 へ か ら外れて 晩 し芸 る。 そ うす る

とA なる「ブ イ」はW の 腕 した後 の 穴か ら浮上 るの で あ ります。 次の B も C も皆同 じ「ブイ」で 同様の 装

置で あ ります。 只 PQ の 處の × R は救難俘標 の 元 綱で すか らR の 所 に何物 も付て 居 りませ んが ．α・be

の 籔處で は × R の 短 き綱の 突端山 △ の 箇處に釣 り揚げ索 を擱 む裝置が付い て 居 ります （此掴む裝置 と

云 ふ は原案 に從 へ ば「プ ィ 」2 箇を逕結 す る導索を通する厂シ ープ」で あ ります 。 實驗 に用ゐ た 案で は此

虞に 山高 金具 と稱す る 朕合装置 の 雄部が 付 い て 居 ります）。

　此 の 樣 に引張 り索 と「ブイ」と蓋 と 「ケ ツ ヂ」の 裝置 に よ りて 釣 り揚索蓮 結用 の 導索をか らま ぬ 様に ．

1 螢 1 箇順次に 採牧 する裝置を蛭 a
，

二1式淨標裝置 と命名 して 實驗には原案を止 めて 之 を探用す る事に致

しま した 。 以 上 は釣 り索 で港水 艦を掴 む爲め の 導索を完発に採牧 す る方法で あります。 次に此 の 導索

に よ りて 釣 り索 を潜水 艦 D 船髓に結び付 ける方法で あ りますが ．之 は第五 鬪に 示 す通 ゲ シ ープ」S を

潜水艦 に裝備 しあれ ば 1 組 2 本宛 の 釣 り索が取 れ る筈で あ ります、W ’W ・，
が ：Aiれで あ ります 。
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併し茲 に問題と爲 つ たの は此 W ’W ”

の 釣 り紫は周 で の 鍋線綱で あ りますか ら長 く延すときは大分よ
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ぢれ るで しや う．2本がか らみ合 ふ 事 あbはせ ぬか と云 ふ ご

雲鍬競謂鋲轟鍵 烈  二憲

黶飜 儲 讖議 羅編 蕊窺
位の長 さに於 て 重量 を掛 ける と僅に 1囘轉位 しかね ちれない

靉飜覊孅鷲
料 を使 っ て 實 驗をや り萬一共結果思はし くない 時が あれば ．

云 鼠 だ と辯解し て も通 るもの で は あ りません 。 故に他 に方法

を求 め る事に致 しました 。幸 に佐世保海軍 工 廠技手 山高氏 の

考案 しπ 山高金具が最 も逋當 と存 じま して ．此 の 見本 を1箇

作り試驗致 しま した處 、火變良結果で ありま したか ら之 を綵

用 し て 實驗する 事に致 しま した 。 山高金其の構 造は都合が あ

りま し て 詳 し く申上 げる 事は臣來ませ んが 趣 め て 大略をF｛S

ます と、

　略圃の 通 り雄部 と雌部 とあ り、雄部 は潜水艦 に固定 して あ

り雄 部の 頂點 に淨出 「ブ イ」の 導索 を付 け此 導素に雌部 を嵌

め海中に下 すときは 自分の 重量で 下 り行 き て 雄部 に嵌合す

る 。 雌部 に は釣 り揚用元索が 付 し て あ る の で あ D ま す。 第四

圖 中山△ と あるの が 山高金具の 雄部で 、× の 庭で 船體 に 固結

し て あ ります。

「ブイ」の數 を雀 く爲め2本の 釣 り索を1箇の 山高雌部の 金具

に纏iめ て 取 り付 けました o

　乏で潜水艦 を迅速 に釣 り 索で 掴む裝置 が
・
出來た の で あり

ます 。

次 に引揚裝置 を申上 げます。 此裝置は騒 類實驗致 しまし

た 。 飼れ も「プ リ ン シ プル 」は同 じで 何れ も成績は良で あ り

ま したが ．第2案の 方が 尤 も宜 しい と武 ふ事 にな りました 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

i三竺 一．．一講 演

　（第 1 案）單索式 ．（第 2 案）「テ ーク ル 」式で あ ります 。

　　　　　　　　　　　　　第 一 案　 單 　 　 索　 　 式

　之は第 一．・鬪及第二 鬪の如 く周 7 時 の 品揚索を使用 して 之 に 山高式金具雌部を蕊付 け、沈沒潜水艦 に

取付けて あ る 由高式雄部 に 朕合せ し め ．此 聞 易索を夫 々 第
．一・岡及第二 鬪 に 示 す fブ ラ

。 ケ 。 ト」上 の「シ

ープ」及び 巾央 「ドラ ム 」を通 じて 反對舷 に泙べ る懸 i莚潜水艦に導 き、懸垂 潜水艦 は特製 「ス ナ ツ チ ブ

P ツ ク 」に て 釣 むあ る が 、此 の 「プ 卩 ツ ク 」に呂揚索 を通 1∫ ニ ツ パ ー」と稱 す る 金 具を以 て 此索 を「ス ト

ッ プ 」する 。 之は 7 吋
1

畢索 12 本使耳1して 500噸 を釣 ；冫得 る鎌 に して あ b ます 。 「ブ ラ
。 ケ 。 ト」は 第二 鬪

の ：如 く前後 兩舷 4 箇處に あ る 。 「シ F−一プ」は 1．箇の 「ブ ラ ・
、 ケ 。 ト」に 6 箇宛兩舷前後合計 24 箇で あ りま

す 。 中央「ド ラ ム 」は前後合 計 12 箇「ウ ィ ン チ 」は 「ド ラ ム 」2箇宛を 1 箇に て 囘轉する様に して 6 藁 の 「ウ

a ン チ」で あ ります 。 力蚤；
’
は 5 噸 を用ゐ まし旋 。 「プ ラ ッ ケ ッ ト」の詳細は第三 岡に あります。

　此装置の継取 り法及張 り合せ 力等は第六 麟を見 て 知 られた い 。 此方法 は周 7 吋 と云 ふ太V● 鋼線綱を

使 用v ・た しますの で 作業困難なろ事 を冤れな い 。 殊 に數組の 吊揚索 を全部一
様に張 り合せ る と 云 ふ 事

夊 懸垂潜水艦の 上 で 厂ニツ パ 尸」を以 て 吊揚素を固縛す る作業の 如 きは．波浪 あ る海 面に於 て 救難艦と

懸垂潜水艦が夫 々 動搖する場 合に は 甚だ困難 な る作業 で 御座 い ます 。 夫で 私は實驗の 中途に於て 此等

の 事 を考 慮し、 叉此等作業は救 難艦 員を して 度 々 實習せ しめ熟練 せ しむる要ある に 、太 き 7 吋索等 に

て は度 々 の 實早甼は煩は し く、叉太 い 綱 は度 々 の 働 臼に堪へ ない 。 そ こ で細 い 綱 を使用する樣 「テ ーク

ル 」を用 ゆ る事 に した らば 、 實 習 も度 々 出來又凡 て が簡 便に行 くだ らうと存 じ．第二 案 「テ …クル 」式

を考案して 之 を實驗 して戴い た の で あ ります 。

　　　　　　　　　　　　　　第 ＝ 案 　「テ ー ク ル 」式

之は靴 圖に示す tJ・ 〈・曜 索に灘 ・ ・ 、2去欄 欄 黼 ゆる 4 枚騨 付き 「・ 一・ ル 」を脚

る の で あります 。 而 して 此「テ ーク ル 」2 筒を 1 箇の 山高 金具に 装備し 、 浮 山「プ ィ」の 數 を少 く致 しま

す。 「テ ー一一ク ル 」は兩舷 に之 を用 ゐます 。 即ち兩舷 「ブ ラ
。
ケ．。 　1’」の直下及兩舷潜水 艦 の 直 上で あ りま

す 。 即 ち沈汝潜水艦の 方 は山高式上部金 具（雌）の 直上 へ 、懸垂潜水艦の 方は 同艦釣揚用「ス ト ロ ツ プ」へ

夫 ・ ・翻 皸 繃 し諱 へ 剛 告ゆ 楙 概 通 じ磁 嫉 坊 の 端 胛 齟 ・ 固勵 ・か J〈 は之 を

rウ ィ ン チ」の 「バ ー レ ル 」に卷 き張 り合す と き便利な様に す る 。 他端 は 「ブ ラ
ッ ケ ッ ト」上 の 「シ ープ」を

通 じ峡 「ド ・ ・ 」を あ燧 き し孫 丙舷 嗹 の ・券藤 に て 翻 させ ます ・ 斯 様緻 す離 甲叛 上 馳

る綱 は 只一脚 ） 2｝畷 臠 【司が t ，is；−a：なる を以 て rウ ィ ・ チ」硲 くに も力 は入 らな い
・ 叉凡 て の 作

業 は申すに及ばす 、 張 り合せ 方隧縛方 の 如 きも甲板上 に於 て 此 細 き 1 本 の 鋼線綱 の 一一端 を張 り合せ 叉

は固縛する の み で 充分 なる力 と爲るの で ありまして 甚だ容易簡 單な 作業 とな ります 。 共上 1 本の 鋼線

綱 に來る 張 力は滑車の 理 に よ りて 7 吋の 時の 1／8 に減 じます 。 且 叉 此 力も單に摩擦 の み に打勝 つ の み

で よろ しい 。 沈船 の 重 量は懸垂線の 重量で 「バ ラ VX 」して 居 ますか ら中央「ウ イ ン チ 」の 出す力は 極め

て 少 くな り、全體の 裝置 を非常に簡單容易 に 致 しまして先 づ遺憾なき程度 に到 1） ました 。斯檬な次第で
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1．璽 講 演

之 は 巧妙 な裝置 で あ りま す 。 今後此 の 装置 を綵用した な らば、本方案を一贋有効確實にする こ とが 出

來 る と存ます 。

　（2）は潜水 艦を攜 む に 山高金具 を川 ゐ ました 。 之は實驗 に於 て 非 常に有効な る こ とを認 めま したが 、

之は斯樣 な箇虞に刑 ゆる こ とよ りは 他 の 箇處 即 第七圖中G の 籏所以外 △ 印の付 しある所に山高金具 を

川ゆる と非常に宜 しい
。 G の 箇處 へ 用 ゆ る場合に雌部 を下 けて 雄部に1最合せ しむる時、雌部が潜水艦

の 「レ ール ス 〃 ン シ ヨ ン 」叉 は 「ジ ヤ ン ピ ン グ ワ イ ヤ 」或は 潜水 艦 の 傾 い て 沈ん だ時外殻 の rハ ツ チ 」の 縁

等に支 へ られて 嵌合せ な い か も知れな V ・故 に b 此處 は原 案 の 「プ リ ン シ プ ル 」の 如 くに して 笋五鬧「シ

・一一プ」を用ゆ る。 略甌を示 します と馬即 ち「ペ ン ネ ン ト」式釣具 と も申すべ きもの で 、圖 の 如 く「テ ー・ク

ル 」2 箇 を合 し 1つ の 7 吋 「ペ ン ネ ン ト」．1｛に取付 け 、
R の 尖 端は濯 を太 くし末端 を「テ ーパ ー

」して

其先 きを細き導索に縮付 く。 此 導索は初 め は Sの 「シ ープ」を通 じ兩端に醗 田式「ブ イ」を付 し 2箇の 「ブ

イ 」が 浮ぶ と之を取 りて 導索の 一端 に「ペ ン ネ ン ト」の 細き端を結び 付け ．
Sを遞 じて 上 に引張 む上 げる

と きは 。「テ 尸ク ル 」2組 は「ペ ン ネ ン ト」及導索 に引張 られて 下 う打 き、S附近に至 つ て 適 當の 處 に て最 早

や 其後は引張 られな くなる 。 典時「ペ ン ネ ン 1・」の太 き厨は「テ
ー一ク ル 」の横に 仕掛 あ る箱 B の 中を泌 じ

て 此 處に嵌合 して「ペ ン ネ ン ト」は戻 らない 様 に して あ ります 。 之で 「テ ーク ル 」は潜水艦を確實に釣っ

た事 とな ゆます 。 髭「ペ ン ネ ン ト」迄は原案を活用 した の で あ りますが ．「ペ ン ネ ン F」の 太 き處を掴 む

B なる箱 の裝置は蛭則技手 の 考案に よる もの で あ ります。 巧妙に 出來 て 居 る が 。 今都合が あ りま して 詳

細御談 する こ と の 出來ない の を遺憾 と致 します 。 此「ペ ン ネ ン 1・」装置 を山高金具 の 偉大なる効力に因

ん で 「改良山高金 具 」と命名 しま した 。 此處丈 けは 今後是非共 、此 改良 山高金具 を使 ∫9し距 い と思 ひ ま

す。

　今迄 申述 べ ま した 。 所 を綜含 します と、本案は潜水艦 に は （1）の 山田式「テ レ ホ ーン ブ イ」1淨揚裝置 、 蛭

田式「ブイ」（2）の 改 良山高金具 を裝備 して釣瓶式 によ りて 引揚 る を厂ベ ス ト」と考 へ ます 。

　此 外別に改良山高金具の 代 砂に 剪刀 式 金具 を用 ゆる案も原案に は 立 て 」．置 きま した が 、之 は初 め の

案が良結果 にな りま した の で 未 だ實験 する迄 に至 つ て 居 りませ んが 、賦 は此方が徹底的か も知れす．

共後詳細計算等致 しま して 充分實πi的で あ リイf効で ある と云 ふ 自信 を持 ちま した 。 今後機 會あ らば實

驗 したい と考 へ て 晟 りま す 。 次 に御參 考迄 に之 を述 べ て 置 きます 。 即 ち

　（3）剪刀 式金具　之 は潜水 艦 に は矢張 販 1）の 山田式「テ レ ホ ー
ン ブ イ 」浮揚裝置、蛭閏式「ブイ」前後

に 1箇宛 を備 へ て 貰 くの で あ ります。 共本體は第九國に示す様な形の もの で あ ります 。 之 は前後に 1箇

宛 を付 け て 凡て L“2 箇 にな ゆ ます 。 沈沒艦 を狹むの で あ りますか ら重量が 多 くな りま したが ．種 々 改

喪 しまし て 1 箇 15 噸即 ち艦載水雷艇用揚艇機 で 充分揚卸し出來 る 目方 とな りました。 初 めは此剪刀 の

上部 も長 き「レ バ ー
」で 張 く締める様な積 りに して 居 ましたが 、潜水艦 を水 厮上 に露 欝す る迄引揚 る に

邪 魔にな りますか ら．上 部を「コ ン パ ク ト」に して 圏の 様に「V バ 冖ア
ッ
ポ ン レ バ ー」と云 ふ こ とに し ． 叉 ．

〕噛 遊 輕 くする爲 め構造 を種 々 工 夫致 し ま した。 此の 上郡 を「コ ン パ ク ト」に して 強力な把 握力 を付 る ．
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厂

れ る と きは 、rス タ ビ リチ ー」は宜 し くな い ので あ1）ます 。 廢棄戰艦は此 目的に向つ て は丁度御誂向に

1．uasて 居たの で あ ります。 叉 廢棄潜水艦 を懸垂艦 に利用致 しました の も普通の船 で は 目的 にか なわ な

い
。 即 ち何・逓 も海 中に沈めた り叉高壓筌氣 で 海上に浮ば す と鋲が綾んだ b 「バ ル ク ヘ ツ ド」が凹んだ り

．し て 幾度 も使用出來な い 。 潜水艦な らば此 の 點に於 て 矢張 1，御誂向で あ ります 。 以 上 の 如 く本案は 出

來得 る丈け廢物利用 を致 しま して安價で 完全な裝 置をしで 各軍港 に ／隻宛叉艦隊に 1 隻位は附隨 して

何時で も救難が 禺來 る樣に致 した い
。 之が 實行的で あ りた い と希望 して 居 る次第 で あ ります 。 ．終 りに

臨で 一雷致 して置 きます。 本案は實驗委員を組織 し て 試驗致 しま した が 、委員長 の 非常な る御蠱力 と

委員及委 員附諦氏 の 熱心 なる研究に よ りま して 好結果 を得 る に至 りました の は誠に慶賀の 至 わで あ り

ます 。 茲 に前記諸氏に感謝 の 意を表 します 。
夊 委員附巾の 蛭田技 手は特 に私 の 立案 の初期よ り種 々 參

竇 を分擔せ られ て 多大 の寄與 を致 しま した。 又 山高技手 の考案、山田技手の 考案及本村技手 の もの 共 に

本案 に 蜀 して花を添 へ られた の で特に感謝の 意を表 して 置 きます 。 （終）

　　　　　　　　　　　　　　　　　討　　　　　論

○會長 （今岡純一郎暑） 唯今の 御講測 謹 垂しま して 何か御質問又 は御意見が ご ざ）・ ますな らば御述

べ を願ぴ ます 。

o 孕石 元照暑 ちよ つ と伺 ひ 7・・Viと思 ぴますが ． 燵 て 潜水艦引揚識 の 臨 ・騨 を許 し磁 きま

して 誠に仕合せ と思 ぴ ます 。 叉非常な御成 功 を得ま した こ とを御喜び 巾上 げます。 と こ ろで 今 こ 」 に

揚 げた「テ ”ク ル 」を拜見 する こ と が 出來 ません で した の で ．1夫れ に就きち よつ と伺ぴた い と思ひ ます

の は．哄 數が隨分澤山にな つ て 居 るか ら．各「テ ーク ル 」を締込 まれ て 各「テ ーク ル 」の 締込 まれた時、

其力が一様 になる か を知 らる る に は 如何 な る方法 を採 られて あつ たか 。 それか らもう　
・つ は 、i若し「テ

，．ク ル 」にな され て ・ 3Nt の 滑軋 4 枚の 滑車を御使ぴ に なつ て ・m も深 ・・所へ 入れる と云 ふ こ とにな

れば、其 fallが twistす る恐 れが有 りますが 、之が起 らぬ様確か な仕事 を爲さ る る に は何か 下に付 け

て お や りに なつ たの で すか．其儘で 唯山高式だけで した か、此 2 箇條 を伺 ひます。

○鞨 井順 季暑　7 吋fワ イ ヤ ー」の 方か ら申上げ ませ うが 、7 吋「ワ イ ヤ ー」の 方は 、 丁度山高「シ
ャ

ツ

ク ル 」 が非常に重 うござい ました。 共 目方だけで 下 げて行 きま して ．緩め て 行 くと、了 度 うま く行 き

ま した 。
それか ら「テ ークル 」の 方は、「オ ーヴァ

尸ホ ール 」せ な くちや な りませ ぬ 。 それで 傳馬船で 相當

の 灘 まで 「オ ー　“
“
7
”’ホ ール 」して 、さ うして 持 つ て 行 きました ・ と こ ろが それ で充分 もつ m・　t’　・ うま く

行 き ま した ． 尚 瞰 離 高 銀 にix　i） ますと云 ふ と、此「ぺ y ネ ン ト」の 上に「テ ークル 」力咐 い て 励

ま す．
「テ ーク ル 」の 捷 元 の 方で どん どん翻 緲 て や る ・ 鯨 砺 へ 「ウ ・ ン チ 」で 弓脹 る ・ 「テ ーク

ル 」砺 は「か ヴ。
・一・… 　一・・レ 」しつ つ 泓 る ． ：又醗 物樋 くな 嫁 すか ら購 蠅 蟹 硝 己 の 懇

で もつ SCすに工銀 く行きます諾 腰 鋼 ま織 の 渤 之へ 妙 の 蹴 伽 筋 髄 ：く肱 い か・

筋 考 へ て fi．1−e ます ． 併し過 瞶 驗嚇 1・は さ う云 飆 に や つ て 居 り紲 ぬ ・

1別に鍛 嗣 て 居 りま
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巴旦 演

せ ぬ 。 「テ ー ク ル 」の 方 はrオ ーヴ ァ
ーホ ール 」を傅馬船で 引張つ て ……斜 に引張 つ て 行 きま した。

O 孕石 元照碧　其船の 上 の 深さだ け延 ばすの で すか 。

O 鞨井順凖i君　さ うで す。 横の 方 へ
……．傅 馬船 に「テ ーク ル 」を載せ まして ． 綱 を付けて ．傅馬船

をどん どん沖の 方へ 持 つ て 行 つ k 。
さ うする と船の 「サ イ ド」か ら離れて 横に引張 っ た 。 其長さ を沈船

の 深 さ と同 じ位まで や つ て 、すつ と引張つ て 來た 。 併しそれ は風 の 多い 時な どは い けませ ぬか ら、改

良山高の 方 に します と導索 を引張 り込 み 、…方「テ ーク ル 」を「オ ーバ ーホ ール 」すれ ば傳馬船で 引張 る

必要 あ り ま せ ん
。 常に 張 り つ つ 下 りますか らもつ れ る 心配 もあ りま せ ん 。 それか ら もう一つ は 前後 2

箇所だけ先 に締 めました 。
1 本つ つ ……12本あ 砂ま す 。 こち らに 6 箇所．こち らに 6 簡所、12箇所あ

る 内の 兩方共 1 簡所つ つ 締め ま して 大體 の 甼均 を得 て 置 い て 、それか らあと杢部を
一一遍 に捲 い て 、さ

うして 締めるや うに します。 前後 2 箇所締 め ると 、
1 本で 40 噸づ N にな つ て 居 ゆます 。 兩方で 80 噸

是 で ぎゅつ とや ると「ス テ ツ デ イ ー・
　」にな つ て しまひ ます 。 ；

−t；iklの 潮の 上 が り下が りな どは測 b ませ ぬ

極 く僅の 甜に や つ て しま ひ ます 。 極 くや か ま しく言ふ と潮 の 上 が り下 が りは先に締め る もの と あ と で

締め る もの とはちよつ と違ひ ます 。 それで後全部 を此 2本 に な らつ て 一齊 に締 め付 ければ 張力は大體 一
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